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(i) 

ア) 1a  イ) 2OP  ウ) 増加 エ) 減少 
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 より、 0a における増減は右の通り。 

1a のとき最小となるから、このとき 2)1( f  2OP  

 

OPの増減は )(af の増減と一致するから、 

1≧a では、 aが増加するとともにOPは増加し、 10  a では、 aが増加するとともにOPは減少する。 

 

(ii) 
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y ≦≦≦ であるから、Qの存在範囲は右図の通り。 

Qが直線 )31( ≦≦aaxy  の 0x の部分を動くとき、 

OQが最大になるのは、Qが axy  と 1xy の交点であるときである。 

次に、Qが 1xy 上を動くとき、(i)の議論により、OQが最大になるのは、 

Qの座標が 
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このとき 
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OQ  ……(答) 

360tan  であるから、OQが x軸となす角は 60  ……(答) 
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